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連載エッセイ
七転八倒⑦
木谷 高明 氏
株式会社ブシロード　代表取締役社長

特集
コラム

株式会社ブシロード社長の木谷高明です。
連載の第 7 回です。今回のテーマは、企業と
人材について。ブシロードの事例を元に語り
ます。特に企業価値をいかにして向上させる
かは、経営者に共通の大きな課題だと思いま
す。本稿が、石川県の経営者の皆さまにとっ
て考えるためのヒントになれば幸いです。

◆企業を伸ばすのに必要な3つの要素
企業は、「技術」と「ノウハウ」、そして「ブ

ランド」を磨き、伸ばしていくことを常に意
識しないといけません。

この 3 つを大事な順で並べると、一番大
事なのはブランド、次いでノウハウ、最後に
技術の順番です。

下から順に説明します。技術というのは人
に付くものです。そのため技術は流動的なも
のです。人の移動に伴って移動しますので、
技術者が退職したら社外に出ることは避け
られず、属人的なところはぬぐえません。

ノウハウは常識や概念みたいなもので、組
織に染み付くものです。ですので、人が移動
したからといって、必ずしも流出するとは限
りません。とはいえ、集団がまるごと社外に
出てしまえば、ノウハウも流出する可能性は
あります。

ブランドというのは信用であって、企業の
外部に形成されるものです。サービスの質を
まったく変えずに提供できるなら、企業内の
人や組織がまるごと変わってしまっても大
丈夫です。

極端な話、技術は借り物でも問題ありませ
ん。自社商品の製造を他社に委託する OEM
が成り立っているのが、その端的な例と言え
るでしょう。

逆に技術型のベンチャー企業がうまくい
かない例が多いのも、ブランドの重要性を物

語っています。技術はすごいかもしれないけ
ど、その技術をノウハウとして広げて組織で
共有し、なおかつブランド化して世間の人た
ちに知ってもらうところまでたどり着けてい
ない。そんな会社が実に多いのです。

さて、経営トップは、企業のブランド価値
をいかに向上させるかを常に考えるべきで
す。

ブランド価値を上げる方法はいろいろあ
ります。宣伝も手段のひとつですし、お客さ
んからの評判が高い優れた商品を出し続け
るのも手段と言えます。アフターケアやユー
ザーサポートをしっかりやって、情報開示を
強化するという方法もあるでしょう。

ともあれ世間でブランド力が高いと言わ
れている会社は、このあたりがきっちりでき
ています。いい商品・いいサービスを作り、
それをしっかり世の中に知らしめて、なおか
つアフターケアもちゃんとしています。

逆にダメな会社は、ブランドが毀損してい
る会社です。

ブランドを毀損させるのは簡単です。サー
ビス内容が低下する、ユーザーを裏切ること
をしてしまって説明や謝罪がないなど、実例
を挙げても枚挙にいとまがありません。

企業の活動も所詮は人のやることですか
ら、たまに事故やトラブルは起こります。そ
のときに、どう対応するかがすごく大事で
す。

ブランドは 1 日でできるものではなく、長
い時間をかけて作り上げていくものです。

ブシロードグループで言えば、ブランドと
言えるのは「カードファイト !! ヴァンガード」
や「ヴァイスシュヴァルツ」といったカード
ゲームタイトル、そして女子プロレス団体・
スターダムになるでしょう。競争の激しいア
プリゲームでは、音楽コンテンツを切り口に

特集コラム
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ブランド化を図っています。あとはどんど
ん進むデジタル化の流れの中でかえって際
立っているライブエンタテインメントもブラ
ンド化を推進しています。

言い方を変えれば、ブランドというのは、
要するに企業の特色です。キャラクターだっ
たらこの会社、おもちゃだったらこの会社、
スポーツゲームだったらこの会社といった
具合に、「あの会社は〇〇が得意だよ」とい
うのがあると思います。

ブシロードとしては、どういうイメージを
お客さんにもってもらうかが重要です。

カードゲームのブランド化は頂点を極め
るまでまだまだ時間がかかりそうですが、新
しいカードゲームを立ち上げるのが得意な
会社ではあります。カードゲームを立ち上げ
て、大きく伸ばす。すでにカードゲームの取
り扱いタイトル数では世界一だと思います
が、次の 10 年を見据えてカードゲームのブ
ランド価値をしっかりと作ることこそが、ブ
シロードのやるべきことです。

それから音楽コンテンツにもこだわってい
ますので、音楽ゲームや音楽ライブだったら
ブシロードと言われるようになれば、しっか
りとした柱になると思っています。

ただ、ブランドを重視するのは、経営者の
目線での話です。一般社員は技術を大切に
学び、また組織全体でノウハウを醸成するよ
うに努めるべきでしょう。

◆�ブシロードがコンテンツのプロデューサー
に求めること
コンテンツを発信していくブシロードで

は、コンテンツを指揮するプロデューサーの
力量が業績にそのまま反映されると言って
も過言ではありません。

コンテンツプロデュースというのは、多く
の才能を使った自己実現です。自己実現の
ために、みんなに楽しんでもらえる作品を作
り出して提供する。ひとりではできないです
から、いろんな人に関わってもらいます。プ
ロデューサーに求められるのは、自己実現の
プロジェクトを成功に導けるかどうかです。

私がプロデューサーを選ぶときにどういう
人間を指名するかというと、リーダーシップ
の他に、ある適正を持った人間です。

その適正とは、負けず嫌いであることで
す。うまくいかなかったときに悔しいという
気持ちをどれぐらい持っているかを見ます。
プロデューサーは簡単に負けを受け入れて
しまっては失格です。勝たないとヒットはし
ないのですから。

最近だと、1 シーズンで放送される新作ア
ニメは 60 作品以上にもなります。その中で
ちゃんと商売になるものは 5 つもあればいい
ほうです。つまり、それ以外は商業的には失
敗するのです。どうやって上位 5 作品に入
るかを常に考えなければいけません。他と共
存するなんてことはあり得ないわけです。他
のアニメに勝たなきゃいけない。常に勝つこ
とを考えているのがプロデューサーです。そ
うでないと単なる自己満足になる。だから新
しい作品というのは組織に属したサラリー
マンからはなかなか生まれづらいのです。

これからは、企業に属さずに活動している
フリーのクリエイターやプロデューサーがさ
らに重宝される時代になると思います。特に
実績があるクリエイターは本当に取り合い
になってくるでしょう。フリーだと評価が仕
事に直結しますから、勝ちを取りに行く姿勢
が違います。

た と え ば い ま 流 行 っ て い る VTuber、
YouTuber の彼らも常にギリギリのところで
戦っています。一度人気が出たら今度は落
ちたくないという気持ちが、四六時中企画を
考える原動力になっています。

ではなぜ私が次々と企画を考えて世の中
に出しているのかといったら、やらないと会
社が潰れるからです。勝たないと会社がなく
なる。そこにフリーの人たちと同じギリギリ
感があるからです。

最近、ブシロードでは私のやり方を見てい
る社員が増えていますから、徐々にオリジナ
ル企画を立てて勝負できるようになってくる
のではないかと期待しています。

特集コラム
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◆給料を手取りで見る人は起業するべからず
「勉強をさせてくれて、お金までくれるな

んて会社はいいところだな」というのが私が
社会人になって初任給をもらったときの感
想です。サラリーマンの給料は、最初の 1 年
2 年は奨学金だと思ったほうがいい。仕事を
教えてもらって、お金ももらえる。人使いが
荒いとも言えるのですが、ブシロードは 1 年
目からかなり責任ある仕事を任せます。

ただ内容によっては、作業量＝時間＝給料
と考えてしまいがちな仕事もあるので、とき
には給料への不満が出てくるのも仕方がな
いと思います。

ブシロードのようなエンタメの会社の場合
は、仕事を楽しんでいる人が多い。ネガティ
ブなことを言わず、楽しんで仕事をしている
社員が多いのは嬉しいことです。

あなたがもし起業家を目指すなら、給料を
もらったら必ず手取りではなく支払総額で
見る習慣をつけるべきです。要するに、会社
は自分自身にいくら払っているのか、いくら
だったら自分を使えるのか、という視点を常
に持つ。そうでないと起業はできません。給
料を手取りから見る人は会社を作るのに向
いていません。

住宅ローンを抱えている人が、勤めている
会社がつぶれて起業したとしましょう。これ
はほぼ成功しません。つぶれるような会社に

勤めていて、住宅ローンを抱えているのです
から、すでに無理です。会社がつぶれる 20
年前にローンを組んだのならわかりますが、
数年前であれば先を見る目がなさすぎます。

ところで、余談ですがブシロードの給料は
決して高いほうではないでしょう。なぜなら、
IP 資産がまだ少ないからです。

IP 資産は企業の売上のベースとしてカウ
ントできる付加価値となります。たとえば昔
作ったゲームや楽曲で稼ぐ権利ビジネスは
そういう側面が強いですね。玩具の会社でも
稼いでいるのは昔からの定番商品だったり
します。30 年前、40 年前に作られた商品が
いまだに売れ続けている。こういった会社は
給料を高くしやすいです。

ゼロから商品開発しなくとも毎年一定の
量は確実に売れる。宣伝費や開発費が少なく
て済む。最低限これだけは売れるというベー
スとなる売上が何十年も続いて存在してい
るわけです。

ブシロードが IP にこだわり続けるのも、
IP 資産を創り育てるのが会社経営を安定さ
せると考えているからです。

いずれにせよ、常にお金に対してシビア
な視点を心がけることが経営者への第一歩。
そうでなくとも、普段からお金に対する感覚
を養っておいて損はないでしょう。

木谷 高明 （きだに　たかあき）

株式会社ブシロード 代表取締役社長

【プロフィール】
1960年生まれ。石川県出身。武蔵大学経済学部を卒業。山一證
券株式会社を経て、1994年に株式会社ブロッコリーを設立。
2007年にカードゲーム商品を手がける会社として株式会社ブシ
ロードを設立し、2019年に東京証券取引所マザーズ市場（現：
グロース市場）に上場を果たす。
2020年6月に株式会社ブシロードの代表取締役会長、2022年7
月には代表取締役社長に再度就任し、コンテンツ開発の最前線
に立つ。

特集コラム
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中小企業等が技術的革新性のある製品・サービス開発や新市場・高付加価値事業への進出、海外市場開
拓に取り組む際の設備投資等を支援する補助金です。生産性向上や付加価値向上を通じた企業規模の拡大
と賃上げの実現を目的としています。

本補助金には以下の 3 つの枠があり、それぞれ補助上限額・補助率・対象事業が異なります。
・革新的新製品・サービス枠：革新的な新製品・新サービス開発を支援
・新事業進出枠：既存事業と異なる新市場・高付加価値事業への進出を支援
・グローバル枠：海外市場開拓（輸出）に向けた国内体制強化を支援

補助事業は、以下の要件を満たす 3 ～ 5 年の事業計画が必要です。いずれの枠にも共通する要件です。

○基本要件

○追加要件
子育て・職場環境整備への取組（いずれかを実施）

○特例要件（該当時）

新事業進出・ものづくり商業サービス補助金のご案内

その他、詳細・公募要領・公募スケジュールは、新事業進出・ものづくり商業サービス補助金ホームページをご覧ください。
https://shinjigyou-monodukur i .smr j.go.jp/

要件項目 要件内容
付加価値額 年平均成長率 4.0％以上

賃上げ 年平均 3.5％以上　※未達時は返還義務あり

最低賃金 地域最低賃金 ＋ 30 円以上　※未達時は返還義務あり

ワークライフバランス要件 一般事業主行動計画の公表

特例名 条件 メリット

賃上げ特例 給与：年平均 ＋ 6.0％以上
最低賃金：＋ 50 円以上

上限額の引上げ
※未達時は上乗せ分を返還

最低賃金引上げ特例 最低賃金近傍労働者が一定割合以上 補助率の引上げ

項目 革新的新製品・サービス枠 新事業進出枠 グローバル枠

目的 革新的な新製品・新サービス開発
の支援

既存事業と異なる新市場・高付加価
値事業への進出

海外市場開拓（輸出）に向けた国
内体制強化

対象者 日本国内に本社・事業実施場所を有する中小企業等（3 枠共通）

補助上限額 最大 3,500 万円
（従業員数に応じて 750 万～）

最大 9,000 万円
（従業員規模に応じて 750 万～）

最大 9,000 万円
（従業員規模に応じて 750 万～）

補助率 中小企業：1/2（条件により 2/3）
小規模：2/3 中小企業：1/2（条件により 2/3） 中小企業：2/3

補助対象事業 革新的な新製品・サービスの開発
※設備導入のみは不可

新規性のある製品・サービス
＋新市場への進出 自社製品を活用した海外販路開拓

補助対象経費
機械装置・システム構築費、運搬費、技術導入費、知的財産権等関連経費、外注費、専門家経費、クラウドサー
ビス利用費、原材料費、広告宣伝・販売促進費、建物費、海外旅費、通訳・翻訳費。
※「建物費」は「新事業進出枠」及び「グローバル枠」のみ対象。
※「海外旅費」、「通訳・翻訳費」は「グローバル枠」のみ対象

申請方法 電子申請（G ビズ ID 必須）

実施期間 交付決定日から 10 か月以内 交付決定日から 14 か月以内 交付決定日から 14 か月以内

「新事業進出・ものづくり商業サービス補助金」とは

申請要件（共通要件）

新事業進出・ものづくり商業サービス補助金の概要（3 枠比較）

トピックス
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昨今の中東情勢を踏まえた、中小企業・小規模事業者支援施策について紹介します。

中東情勢に対応した中小企業・小規模事業者支援施策について

石川県中小企業団体中央会窓口：TEL　076-267-7711

制度名 中東情勢対応緊急特別融資 小口零細融資（中東情勢対応分）
要件 ・最近 1ヶ月の売上高・売上総利益率又は売上高営業利益率が前年同月比▲ 3％
使途 運転資金
限度額 8,000 万円 2,000 万円
期間 10 年以内（据置 3年） 7年以内（据置 1年）

利率 1.55%（信用保証協会の保証を利用する場合）
2.00％（〃利用しない場合） 1.55%（信用保証協会の保証の利用が必須）

保証料率 0.13％～ 1.19％ 0.13％～ 1.34％

１.金融支援
子育て・職場環境整備への取組（いずれかを実施）

（1）セーフティネット貸付
日本政策金融公庫等が実施するセーフティネット貸付の要件を緩和し、支援対象を、中東情勢により今後の影響

が懸念される事業者にまで拡大します。なお、原油価格高騰をはじめとする原材料・エネルギーコスト増の影響を
受けており、一定の要件を満たす場合には、金利の引下げを実施しています。

加えて、4 月 1 日より、中東情勢による取引・生産の減少や停止等の影響を受けており、一定の要件を満たす場
合にも、金利の引下げの対象となるよう要件を拡充しました。
（2）セーフティネット保証5号

全国的に業況の悪化している業種に属することにより、経営の安定に支障を生じている中小企業者への資金供給
の円滑化を図るため、信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で 80％保証を行います。また、中東情勢の影響を
踏まえた臨時の業況調査を行い、2026 年 7 月 1 日（水）に 583 業種を指定します。

さらに、6 月 11 日（木）より、セーフティネット保証 5 号の事前相談を開始します。全国の信用保証協会に設置
されている中東・ウクライナ情勢・原油価格上昇等に関する特別相談窓口までご相談ください。
（3）事業再生支援

全国 47 都道府県に設置している中小企業活性化協議会において、中東情勢等により影響を受ける中小企業・小規
模事業者の収益力改善、事業再生の取組を支援します。
（4）官民金融機関に対する配慮要請

今般の中東情勢の影響を踏まえた事業者の資金調達の円滑化が求められていることを踏まえ、関係省庁とともに、
官民金融機関等に対して事業者支援の徹底等を要請しました。
２.価格転嫁・取引適正化
（1）関係業界団体等への価格転嫁・取引適正化の要請

今般の中東情勢の影響による原材料価格やエネルギーコストの上昇に伴い、中小企業・小規模事業者の収益が圧
迫されることが懸念される中にあっても、賃上げの継続が重要であり、適切な価格転嫁が行われるよう、関係省庁
とともに、関係業界団体及び各府省庁等・地方公共団体に対して要請しています。

官民を挙げて推進してきた、サプライチェーン全体での適切な価格転嫁や取引適正化の取組が後退することのな
いよう、特に、発注者の皆様におかれましては、原材料価格やエネルギーコストの上昇を考慮した上で取引対価を
決定するなど、特段の配慮をお願いいたします。
（2）取引Gメンによる価格転嫁の状況に関する重点調査

取引Ｇメンにより中東情勢の影響を重点調査し、価格転嫁の徹底を図ります。
３. 設備投資支援
（1）�技術的革新性のある製品・サービスの開発などを支援する「新事業進出・ものづくり商業サービス補助金 」に

おいて、中東情勢の影響を克服しようとする事業者に対して、優先的に採択を行う。
（2）�省エネや燃料転換のための設備更新を促進するため、省エネ・非化石燃料転換補助金により支援を実施 

（一部支援を強化：ガスタンクを補助対象に拡大）。

制度融資のご案内
中東情勢の緊迫化に対応するための新たな県融資制度として、中東情勢対応緊急特別融資と小口零細融資（中
東情勢対応分）を創設し、令和8年6月19日から取り扱いを開始します。

特別相談窓口の設置
昨今の中東・ウクライナ情勢や原油・原材料価格高騰などにより影響を受ける中小企業・小規模事業者を支援す

るため、県内に相談窓口を設置しております。

中小企業庁関係

石川県関係

トピックス
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令和 8 年度表彰式並びに
第 71回中央会通常総会を開催
本会の令和 8 年度表彰式並びに第 71 回通常総会を去る 6 月 22 日（月）、ANA クラウンプラ

ザホテル金沢において開催いたしました。
当日は、会員 263 名（委任状出席を含む）が出席し、来賓として山野之義 石川県知事の出席

を賜り、盛大に執り行われました。

石川県知事表彰　　　： 優良組合 2 組合、組合功労者 32 名、優良専従職員 2 名
石川県中央会会長表彰： 優良組合 2 組合、組合功労者 28 名、優良専従職員 5 名

（受賞の方々は 9 〜 10 ページに掲載）

はじめに、中央会表彰式が挙行され、永年に亘り業界の振興発展に尽くされた組合並びに役員
の方々、また、組合運営の礎となっている職員の方々に、山野之義知事、米沢 寛会長より表彰
状が授与されました。

続いて、総会は、米沢 寛会長挨拶の後、山田 秀一副会長が議長を務め、議案の審議が行われ、
全議案すべて原案どおり可決承認されました。なお、今回は会長を除く役員の改選が行われ、理
事 60 人、監事 5 人が就任されました。（次ページに新役員名簿掲載）。

本年度は、「地域力連携強化と明日へのチャレンジ」をテーマに掲げ、
　　１．中小企業が置かれる厳しい経済状況からの脱却への支援
　　２．未来を見据えた新たな組織化の推進と既存組合の活性化支援の強化
　　３．組合等連携組織を通じた中小企業の強靭化と経営力強化の推進
　　４．成長の源泉である “ 人 ” への投資
　の 4 項目の重点活動目標に沿って、事業を推進してまいります。

山野 石川県知事　祝辞

米沢会長の挨拶

表彰式の様子

総会の様子

中央会事業だより
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【石川県中小企業団体中央会 新役員名簿　順不同・敬称略】

○会　　長 米　沢　　　寛 石川県電気工事工業組合
○副 会 長 山　田　秀　一 石川県貨物運送協同組合連合会

石　野　晴　紀 石川県プレス工業協同組合
髙　桑　幸　一 協同組合金沢問屋センター
馬　場　　　貢 石川県プラスチック成型加工工業協同組合
谷　﨑　　　裕 和倉温泉旅舘協同組合
米　澤　卓　也 安原工業団地協同組合
山　本　一　人 石川県織物工業協同組合
作　田　一　則 石川県箔商工業協同組合

○専務理事 横　川　浩　三 石川県中小企業団体中央会
○理　　事
　（繊維関係）

西　川　雄　蔵 石川県テントシート工業組合
北　村　　　勝　 石川県撚糸工業組合
荒　木　重　則 小松織物工業協同組合

　（鉄工関係）
小池田　康　秀 協同組合アイケイケイ
髙　松　喜与志 旭丘団地協同組合
法　邑　律　政 石川県第三機器協同組合
明　石　康　宏 石川県鉄工団地協同組合
板　尾　昌　之 小松鉄工機器協同組合
徳　野　伸　彦 能美機器協同組合
小　林　靖　典 北陸鉄工協同組合
梶　　　精　能 石川県鋳物工業協同組合

　（建設・木材関係）
竹　田　賢　司 石川県瓦工業協同組合
北　川　雅一朗 石川県管工事協同組合
中　川　敬　雄 石川県コンクリート製品協同組合
鶴　山　庄　市 石川県総合建設業協同組合
村　井　啓　介 石川県生コンクリート工業組合
岡　田　康　晴 金沢建設業協同組合
増  江  世  圭 金沢木材協同組合
市　山　　　勉 協同組合土質屋北陸
割　田　辰　義 石川県造園業協同組合
竹　林　耿　郎 輪島建設協同組合
茗荷谷　　　豊 小松管工事協同組合

※■は新任

中央会事業だより
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　（商業関係）
中　島　祥　博 石川県商店街振興組合連合会
吉　原　愼　吾 石川県石油販売協同組合
山　本　克　則 石川県中古自動車販売商工組合
本　保　裕　胤 石川県電器商業組合
河　合　秀　和 ウイング北陸綜合衣料商業協同組合
紙　谷　一　成 近江町市場商店街振興組合
諸　江　　　洋 片町商店街振興組合
平　村　敏　一 金沢魚商業協同組合
東　渡　　　孝 金沢市青果食品商業協同組合
井　波　成　英 金沢酒販協同組合
池　内　孝　輔 金沢中央水産物卸協同組合
西　田　倫　明 竪町商店街振興組合
寺　岡　才　治 富来町商業近代化協同組合

　（伝統産業関係）
鏑　木　基　由 石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会
水　本　安　長 協同組合加賀染振興協会
鹿　野　和　宏 山中漆器連合協同組合
日　南　尚　之 輪島漆器商工業協同組合
田　村　龍　司 石川県陶磁器商工業協同組合

　（サービス関係）
架　谷　洋　司 石川県自動車整備商工組合
橋　本　大　衛 石川県柔道整復師協同組合
酒　井　壮　司 石川県ビルメンテナンス協同組合
行　野　欣　也 石川県理容生活衛生同業組合
浅　田　久　太 金沢市旅館ホテル協同組合
高　　　由　紀 人材アットマークステーション協同組合
三　谷　修　司 山中温泉旅舘協同組合

　（運輸・食料品・印刷・その他の製造業・異業種関係）
山　本　晴　一 石川大野醤油協同組合
小　杉　善　文 石川県印刷工業組合

　（青年部・女性部）
吉　村　浩　史 石川県中小企業青年中央会
泉　崎　富　子 石川県中小企業団体中央会女性部

○監　　事 越　村　正　志 石川県板金工業組合
浅　下　秀　昭 石川県鍍金工業組合
山　口　　　孝 金沢中央信用組合
浦　田　東　一 協同組合石川県観光物産館
村　木　峰　子 住吉工業協同組合

中央会事業だより
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おめでとうございます
～中央会表彰式　受賞の方々～

（優良組合） （組合設立年次順）
組合名

協同組合兼六園観光協会

能美市管工事協同組合

石川県知事表彰
優良組合の協同組合兼六園観光協会　宇田 直人　理事長

石川県知事表彰　
優良組合の能美市管工事協同組合　北浦 光芳　理事長

（組合功労者） （組合設立年次順）
氏名 組合名

松村　謙一 石川県箔商工業協同組合

田村　龍司 石川県陶磁器商工業協同組合

中道　一成 山代温泉旅館協同組合

榮枝　　潔 山代温泉旅館協同組合

和田　守弘 山代温泉旅館協同組合

宮下　光信 石川県印刷工業組合

田中　逸郎 石川県印刷工業組合

前川　晃一 石川県プレス工業協同組合

岩倉　孝典 石川県石油商業組合

田中　清一 協同組合金沢問屋センター

八木圭一朗 協同組合金沢問屋センター

成瀬亮太郎 協同組合金沢問屋センター

清田　信昭 加賀建設業協同組合

成瀬　謙次 近江町市場商店街振興組合

大澤　一嘉 近江町市場商店街振興組合

地﨑　哲博 石川県屋外広告業協同組合

川端　一義 小松管工事協同組合

髙野　　勉 石川県インテリア事業協同組合

髙波　和秀 石川県インテリア事業協同組合

永井　紀久 石川県板金工業組合

出口　重隆 加南トラック事業協同組合

上多　宣之 石川県鉄骨工業協同組合

浅下　秀昭 石川県鍍金工業組合

島　　嘉久 協同組合小松問屋センター

佐々波隆一 石川県コンクリート製品協同組合

塚本　裕二 安原工業団地協同組合

紺谷　裕一 協同組合アイテック

岡田　康晴 金沢建設業協同組合

北浦　光芳 能美市管工事協同組合

中山　正記 能美市管工事協同組合

記州　秀幸 内灘町商業振興協同組合

竹野　康子 内灘町商業振興協同組合

石川県知事表彰
組合功労者総代の金沢建設業協同組合　岡田 康晴　氏

（優良専従職員） （組合設立年次順）
氏名 組合名

飯田早百合 協同組合金沢問屋センター

荒川　良和 金沢地区生コンクリート協同組合

石川県知事表彰
優良専従職員総代の協同組合金沢問屋センター　飯田 早百合　氏

石川県知事表彰

中央会事業だより
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（優良組合） （組合設立年次順）
組合名

ワールドブリッジビジネス協同組合

アミックス事業協同組合

石川県知事表彰
優良組合のワールドブリッジビジネス協同組合　宮前 雅次　専務理事

石川県知事表彰
優良組合のアミックス事業協同組合　山口 陽　理事長

（組合功労者） （組合設立年次順）
氏名 組合名

大工　素也 輪島漆器商工業協同組合

高橋　昇二 石川県板硝子商工協同組合

岡田　　等 北陸鉄工協同組合

桜田　　剛 石川県電気工事工業組合

野口　　努 石川県電気工事工業組合

本多　陽一 石川県陶磁器商工業協同組合

本藤　弘毅 石川県公衆浴場業生活衛生同業組合

石屋　誠一 金沢市旅館ホテル協同組合

今井　信介 石川県石油商業組合

丸岡　信之 協同組合金沢問屋センター

寺田　徳樹 石川県税理士協同組合

盛永　有登 石川県税理士協同組合

五十嵐　巌 加賀建設業協同組合

紙谷　一成 近江町市場商店街振興組合

平澤　宜正 金沢美術商協同組合

山口　泰宏 石川県造園業協同組合

細川　　勝 石川県造園業協同組合

池田　市徹 石川県造園業協同組合

越野　　正 石川県板金工業組合

岡田　直樹 協同組合小松問屋センター

宮岸　和弘 協同組合小松問屋センター

太田　竜哉 協同組合小松問屋センター

湯浅　英之 石川県中古自動車販売商工組合

谷内　政則 石川県中古自動車販売商工組合

山下　文明 金沢市湯涌温泉観光事業協同組合

宇野　一也 金沢市湯涌温泉観光事業協同組合

宇野　謙二 金沢市湯涌温泉観光事業協同組合

津田　佳之 石川県柔道整復師協同組合

石川県知事表彰
組合功労者総代の石川県柔道整復師協同組合　津田 佳之　氏

（優良専従職員） （組合設立年次順）
氏名 組合名

七浦　重人 輪島漆器商工業協同組合

中田　貴央 金沢木材協同組合

柿沢　外之 金沢木材協同組合

中川　千恵 石川県九谷窯元工業協同組合

松本以知子 加南トラック事業協同組合

石川県知事表彰
優良専従職員総代の輪島漆器商工業協同組合　七浦 重人　氏

石川県中小企業団体中央会会長表彰

中央会事業だより
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【新任役員の方々】
（常任幹事）　石川県プレス工業協同組合　常務理事　南川俊治
　　　　　　安原工業団地協同組合　　　事務局長　押田幹夫

（幹　　事）　石川県管工事協同組合　　　事務局長　木越龍雄
　　　　　　石川県総合建設業協同組合　事務局長　川西豊博
　　　　　　石川県電気工事工業組合　　事務局長　岡田芳崇
　　　　　　金沢市旅館ホテル協同組合　専務理事　八田　誠

（組合名称順、敬称略）

石川県中小企業団体事務局協議会
第43回通常総会・研修会・交流会を開催

石川県中小企業団体事務局協議会の第 43 回通常総会、研修会及び交流会が、6 月 25 日金沢東
急ホテルにおいて開催されました。

通常総会では、55 人出席（委任状出席含む）のもと、村田純一会長（ウイング北陸綜合衣料商
業協同組合）の挨拶のあと、飴谷義博副会長（石川県織物構造改善工業組合）が議長となり、令
和 7 年度事業報告及び決算の承認、令和 8 年度事業計画及び予算の決定、令和 8 年度会費の額並
びに徴収方法の決定、役員の選出を行いました。
※新たに選出された役員の方々は次のとおりです。

通常総会の後に開催した研修会では、株式会社安藤芳園堂 取締役 中小企業診断士 安藤謙輔氏
を講師に迎え、「会議録・報告書作成から Excel 作業の支援まで　生成 AI で業務効率化を行う方
法を紹介します！」と題して講義がなされました。生成 AI は “ 賢くて、すごい ” という認識は
ありましたが、参加者一同、あらためて技術の進化と活用できることの多さを実感できた大変有
意義な研修となりました。

また、研修会終了後の交流会では、組合事務局の交流や情報交換が活発に行われました。

研修会の様子

通常総会の様子

交流会の様子

議長の飴谷副会長

中央会事業だより
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全国中小企業青年中央会の 2026 年度通常総会及び UBA サミットが 6 月 19 日（金）に茨城県の「ホテ
ルレイクビュー水戸」において、212 人の出席者のもと開催されました。

通常総会では、「2025 年度決算報告」、「2026 年度事業計画予算」、「2026 年度経費の賦課」、「役員改選」
の 4 議案が上程され、すべて原案どおり承認可決され、役員改選では、理事として石川県中小企業青年中
央会 吉村浩史会長が選出されました。

続いて UBA サミットが開催され、各都道府県中央会の代表者・事務局による名刺交換会ののち、「これ
からの青年部を考える」をテーマに、阪南大学准教授　竜浩一氏による講演及びグループディスカッショ
ンが実施され、意見交換を行いました。

その後、交流懇親会では地元茨城県の地酒や料理が振舞われ、参加者は交流を深めました。
また、交流会内にて、来年度通常総会が石川県で開催されることが発表され、石川県及び東海北陸ブロッ

ク青年中央会にて、石川県の PR と来年開催の意気込みを発表しました。

（お知らせ）
石川県中小企業青年中央会は、今年度、設立 50 周年を迎えます。青年中央会では視察研修事業や福利厚

生事業など、様々な事業を行っておりますので、ご興味のある組合青年部の方は是非とも青年中央会への
加入をよろしくお願いいたします。

ご興味があれば、青年中央会事務局（TEL：076-267-7711）までお気軽にご相談ください！

全国レディース中央会の令和 8 年度通常総会が、7 月 7 日（火）に東京都の全国中小企業団体中央会に
おいて開催されました。

通常総会では、「令和 7 年度決算報告」、「令和 8 年度事業計画予算」、「令和 8 年度経費の賦課」、「全国レ
ディース中央会会則の改正」「役員の補充」、「レディース中央会全国フォーラム in TOKYO」の 6 議案が
上程され、すべて原案どおり承認可決されました。

吉田陽子会長（宮崎県レディース中央会会長）をはじめ、各県レディース中央会会長から一言ずつご挨
拶をいただくとともに、それぞれの県における現況や取組についてご紹介いただきました。「全国各地で活
躍する多様な業種の方々との交流を通じて、自県のレディース活動や自社の事業運営に活かせる多くのヒ
ントを得ることができている」「それぞれの地域でみんながんばっているので、自分もがんばろうと思える」
といった声が聞かれ、全国レディース中央会ならではの交流の意義や重要性を改めて実感する機会となり
ました。

～全国中小企業青年中央会 2026 年度 
　組合青年部通常総会 ･ 懇親会に参加～

～全国レディース中央会 令和 8 年度 
　通常総会に参加～

通常総会の様子

通常総会・UBA サミットの様子

吉田会長の挨拶

石川県 PR の様子

中央会事業だより
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6 月 1 日（月）及び 6月 23 日（火）の二日間、山岸中小企業診断士事務所　代表　山岸康也　
氏を講師に迎え、価格転嫁セミナー（基本編、実践編）を開催し、組合の役職員 24 名が参加し
ました。
セミナーでは、上昇する原材料費や人件費を適切に販売価格へ反映させる価格転嫁の重要性と

具体的な進め方について解説いただきました。
長引くデフレからインフレへと経済環境が変化する中、収益を確保し賃上げを実現するために

は、客観的な数値に基づく価格交渉が不可欠であり、原価構造の可視化や付加価値の訴求といっ
た要点を示されました。また、製造業からサービス業まで多岐にわたる成功事例を紹介いただき
ながら、粘り強い対話を通して持続的な経営基盤を築くことが重要と説かれました。

6月 30 日（火）に、社会保険労務士法人末正事務所　代表の末正哲朗氏を講師に迎え、「令和
8年度版働き方改革」をテーマにセミナーを開催し、組合の役職員 75 名が参加しました。
セミナーでは、労働基準法大改正の動向や、副業・兼業における労働時間の通算ルールの見直し、

時間外インターバル制度の普及、14 日以上の連続勤務を禁止する法案の検討状況、同一労働同一
賃金に基づく非正規雇用の処遇改善などについて解説をいただきました。近年、重要な法改正が
行われており、就業規則の改訂等の体制整備が必要不可欠であり、早めの対応が求められること
を解かれました。

価格転嫁セミナー（基本編、実践編）を開催

令和 8 年度版働き方改革総点検セミナーを開催

セミナーの様子

セミナーの様子

中央会事業だより
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REPORT景
況 石川県中小企業団体中央会 ＤＩ調査報告 令和 8 年 5 月

県内製造業情報連絡員：8 業種 31 人 ／ 県内非製造業情報連絡員：6 業種 27 人

○ＤＩ値で見ると、昨年同月比をもとに前月との増減を比べた場合、9項目中、5項目が上昇、4項
目が悪化となった。全業種において、中東情勢の緊迫化に伴う原油価格の高騰やナフサ関連製
品の供給不安が引き続き懸念されており、原材料や燃料価格の上昇が企業経営に影響を及ぼ
している。一方で、観光需要や復旧・復興需要を背景に売上が堅調に推移する業種も見られた。

○製造業では、9項目中、4項目が上昇、5項目が悪化となった。原材料価格やエネルギーコストの
上昇が続く中、多くの業種で収益環境は厳しい状況となっている。悪化していた業種は、資材高
騰や価格転嫁の遅れに苦しむ染色加工業や、受注減少と資材費上昇により収益が圧迫されて
いるねん糸等製造業などであった。一方、好調であった業種は、民間工場や能登半島地震復旧
復興工事等で売上の増加した生コンクリート製造業、半導体関連・建設機械関連を中心に需要
が拡大している機械金属、機械器具の製造であった。

○非製造業では、8項目中、4項目が上昇、2項目が横ばい、2項目が悪化となった。観光需要の回
復や復興需要を背景に売上が増加した業種が見られる一方、仕入価格や燃料費、人件費等の
上昇が続いており、収益確保に苦慮する声が多く聞かれた。悪化していた業種は、ホルムズ海
峡問題の影響により油種によっては仕入に支障が生じている燃料小売業や、荷動きの低迷と燃
料費上昇により厳しい経営環境が続く一般貨物自動車運送業などであった。一方、好調であっ
た業種は、民間リニューアル需要が堅調に推移し売上・収益ともに前年並みを維持している一
般機械器具卸売業や、インバウンド需要や能登応援割の効果により宿泊実績が大きく伸長した
旅館・ホテル業などであった。
人手不足への取組状況について
深刻化する少子高齢化や労働環境の変化に伴い、企業の持続的な成長において人材の確保と
育成が大きな課題となっている。そこで、人手不足への取組状況について、業界組合に聞いて
みたところ、次の通りであった。

○人手不足による経営への影響について、全業種で「今後経営に支障が出る」が46.3%、「人手
不足ではない」が24.1％、「経営に支障が出ている」が16.7％であった。今後を含め支障を懸念
する割合は63.0％に達し、深刻な危機感がみられる。製造業と非製造業を比較すると、現状す
でに「経営に支障が出ている」との回答は、製造業が7.4％にとどまるのに対し、非製造業では
25.9％と3倍以上の高水準であり対極的な結果となった。非製造業において、労働力不足がよ
り直接的な経営課題として表面化している実態が浮き彫りとなった。  

○人材確保対策の取組状況について、全業種では「外国人の雇用」が42.6%、「正社員の定期採
用」が40.7%、「非正規の雇用」と「シニアの雇用」が38.9%であった。この対策でも両業種の姿
勢は分かれており、製造業では「シニアの雇用（55.6%）」が最多であるのに対し、非製造業で
は22.2％と低く、代わりに「外国人の雇用（37.0%）」や「非正規の雇用（33.3%）」が上位を占め
た。多様な雇用形態で直近の穴埋めを図る非製造業とのアプローチの違いが明確に表れてい
る。  

○業務効率化への取り組み内容について、全業種で「デジタル化や自動化」と「業務の見直し」が
共に48.1%で最も多く、次いで「社内情報共有」が20.4%、「アウトソーシングの活用」が18.5%
であった。「その他」として「設備投資による業務効率化」との回答もあった。限られた人員で生
産性を維持するため、多くの事業者がデジタル化による省力化と無駄の削減を両輪で進めて
おり、組織内の効率化体制を同時に整えることが不可欠な状況となっている。 

○人手不足解消のために活用したい支援制度については、全業種で「補助金・助成金」が63.0％
と最も多かった。

※本調査は、当会に設置している情報連絡員〔中小企業の組合（協同組合、商工組合等）の役職員58人に委嘱〕
による調査結果です。DI値は、情報連絡員が所属する組合の組合員企業の全体的な景況（前年同月比）です。

令和８年５月期において

中央会事業だより
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中央会事業だより

景況の推移（前年同月比）石川県分（主要３項目）

令和8年 天気図天気図天気図
全体 製  造  業 非製造業

売 上 高 － 6.9 － 19.4 7.4
（▼8.6） （▼22.6） （7.4）

在 庫 数 量 － 16.7 － 19.4 － 14.9
（▼3.9） （▼12.9） （10.1）

販 売 価 格 31.5 25.8 34.5
（▼4.7） （▼6.5） （▼6.2）

取 引 条 件 － 10.3 － 9.7 － 11.1
（5.2） （3.2） （7.4）

収 益 状 況 － 31.0 － 51.6 － 7.4
（▼1.8） （▼9.7） （14.8）

資 金 繰 り － 17.2 － 19.4 － 14.8
（1.8） （▼3.2） （0.0）

設備操業度 － 9.7 － 9.7 －（3.2） （3.2）

雇 用 人 員 － 12.1 － 16.1 － 7.4
（▼6.9） （▼6.4） （▼7.4）

業界の景況 － 29.3 － 29.0 － 29.6
（6.9） （12.9） （0.0）

※１：（　）内の数字は前月とのポイント差（▼は減少）
※２：設備操業度は製造業のみ

全体の景況感
※主要３項目（売上高・収益状況・業界の

景況）の平均値

雨
−22.4

天気図の見方
各景況項目について「増加」（又は「好転」）との
回答を頂いた業種割合から「減少」（又は「悪化」）
との回答を頂いた業種割合を引いた値をもとに
作成しました。その基準は次の通りです。

晴れ
１０～２５

未満

くもり
１０未満～
－１０未満

雨
－１０～

－２５未満
快晴

２５以上
大雨

－２５以下

5月期

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

5

R6

6 7 8 9 10 11 12 1

R7

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

R8

2 3 4 5

Ｄ
．
Ｉ

全業種前年同月比

（令和6年5月～令和8年5月）

売上高

収益状況

景気状況
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〜�石川県中小企業青年中央会に加入している会員をご紹介します！！〜

【青年部の概要】
●代表者名／山本　大樹
●設立年月日／昭和 61年 4月
●会員数／ 36人
●会員の主な業種／�管工事、土木工事一式、水道施設工事、

消防施設工事、機械器具設置工事等
●役員構成／�会長 1名、副会長 2名、書記 1名、会計 1名、

相談役 1名、監査役 2名
●連絡先／ＴＥＬ：0761-21-0282

小松管工事協同組合青年部会

１）ボランティア活動（水道週間）
水道週間に伴い、水道についての理解と関心が高まることを期待し、小松市内公園水飲み場の点検・簡

易修繕及び清掃、小松市内独居老人宅水回り点検修繕などのボランティア活動を行っております。

２）水のキャラバン隊（小学校訪問）
毎年、市内の小学 4 年生を対象に、出前講座「水のキャラバン隊」を実施しております。
1 限目の座学では、プロジェクターを使い、水がどのようにできて家庭まで届くのか、災害が起きた時の復

旧方法や使用済みの水がどのように処理されて河川に放流されるのかを紹介しました。
2 限目の体験学習では、家の中の配管を表した模型を使って、どのように水が家庭の中に流れていき、使っ

た水はどこに流れていくのかを目で見て、触れて、体験していただきました。

３）研修事業
各メーカーの工場や、管工機材展の見学、訪問などを行っております。
また、各メーカー機器や、新商品の施工研修なども行っております。

４）設立40周年事業（水とパイプの体験まつり～配管工の仕事に挑戦！～）
今年、当組合青年部の設立 40 周年を記念し、次世代を担う子供たちに向けて管工事業界の魅力を伝え

る体験型イベント「水とパイプの体験まつり～配管工の仕事に挑戦！～」を実施します。
市内小中学生を主な対象として、実際の工具や材料を用いた職業体験と、水に親しむ体験が行える体験

ブースを設置し、回遊方式で楽しんでいただくことで、子供たちの職業観の醸成と、将来的な管工事業界の
担い手づくりにつなげることを目指します。

小松管工事協同組合と組合員の後継者及び従業員の
親睦や交流を図り、次代の事業の発展及び資質の向上
を図るため、昭和 61 年に発足。

設立の目的・経緯

現在の活動内容

青年中央会会員紹介青年中央会会員紹介

水のキャラバン隊

ボランティア活動

組合情報 Pick up！
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Q1Q1 （1） 自由脱退予告者は、持分が計算される期末までの期間は組合員であり、持分権が
あると解釈してよろしいか。

（2） （1）の組合員は、その持分を確定する決算総会（通常総会、通常 5 月に開催される）
に出席して、組合員権を行使することはできないと解釈してよろしいか。

（3） 脱退予告者が総代である場合、期末までの期間に総代の任期満了による改選があっ
たときは、その組合員は総代の選挙権並びに被選挙権があるか否か。

A1A1 （1） 組合員は、中協法第 18 条の規定により、脱退することができるが、この場合、予
告を必要とし、かつ、脱退の効果は事業年度末でなければ発生しない。したがって、
組合員は予告後も年度末に至るまでの間は依然として組合員たる地位を失うもので
はなく、それまでの間は、組合員としての一切の権利を有し、かつ義務を負うもの
である。

（2） 脱退の効果は、事業年度末において発生し、それ以後は、組合員たる地位を失う
ものであるから、組合員として事業年度終了後の総会に出席することはできない。

（3） 脱退届を提出している組合員が総代であっても、事業年度末に至るまでは組合員た
る地位を失うものではないから、総代の選挙権及び被選挙権を有する。

  組合運営

脱退予告者の権利について

組合運営
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第 78 回中小企業団体全国大会（熊本県）参加者募集

○ 日　時 　令和8年11月19日（木）13:30〜16:30
○ 場　所 　熊本城ホールメインホール（熊本県熊本市中央区桜町3丁目40番）

○ 旅　程 　令和8年11月18日（水）〜20日（金）　【2泊3日】
○ 宿泊先 　ダイワロイネットホテル熊本 （熊本県熊本市中央区桜町3-1　TEL 0570－08－1050）

１ 全国大会開催概要

２ 大会参加旅行日程表

３ 旅行費用  お一人様   １３８，０００ 円
（大会参加費（６, ６００円）、旅程内交通費、食事、宿泊を含む。）
＊おって、旅行費用を前納頂きますことをご承知おきください。
＊お申込後の取消し等の場合、取消し料等を頂く場合がございますので、あらかじめご了承願います。

【問い合わせ先】石川県中小企業団体中央会　工業支援課　TEL：076-267-7711

月 日 コース 食事

11/18
（水）

小松空港 =====（NH4645）===== 福岡空港 ===== 貸切バス ===== 昼食（割烹よし田）==
9:10 発　　　　　　　　　　　　　　  10:50 着 　　　　11:20 発　　　　   11:45 ～ 12:45 朝：―

昼：○

夕：○

== 三池炭鉱　万田杭 ====（高速）===== 熊本市内（泊）==== 夕食（馬肉ダイニング馬桜）
国内最大規模の炭鉱施設

明治から昭和に日本の近代化を支えた
14:10 ～ 15:20　　　　　　　　　　　　  16:40 着　　　　　　　　　  18:00 ～

11/19
（木）

ホテル ==（貸切バス）===== 熊本城・桜馬場城彩苑 ===== 水前寺公園 =====
加藤清正が築城した日本三大名城　　築庭 350 年になる優美な大名庭園

城下町を再現した城彩苑にて買い物　　 熊本の歴史と自然が息づく名庭
8:50 発　　　　　　　　　　　　　 9:00 ～ 10:45　　　　　11:00 ～ 11:50

朝：○

昼：○

夕：○

== 昼食（とらや水前寺店）==（徒歩・バス）== 全国大会参加「熊本城ホールメインホール」
12:00 ～ 12:45　　　　　　　　　　　　　 13:00 着　 13:30 ～ 16:30

ホテル == （徒歩） == 夕食（城見櫓）==（徒歩）== 熊本市内（泊）
16:45　　　　　　　　　 18:00

11/20
（金）

ホテル =======（貸切バス）====== 熊本地震震災ミュージアム =======（貸切バス）
熊本地震の記憶や経験、教訓を後世

に伝える回廊型フィールドミュージアム
8:40 発　　　　　　　　　　　　　　　　　　  9:50 ～ 10:50

朝：○

昼：○

夕：―

===== 草千里（観光）昼食（ドゥースヌッカ）===== 熊本空港   ===（JL630）
火山がもたらす自然の力強さを実感＆あか牛ランチ

11:10 ～ 12:15　　　　　　　　　　13:00 着　　　  14:15 発
====== 羽田空港 ======（JL189）======= 小松空港

15:45 着 16:35 発  　　　　　　　　　　　　  17:45 着

　78 回目となる恒例の中小企業団体全国大会が、来る11月19日（木）に熊本県熊本市 ｢熊本城ホール」にお
いて開催されます。同大会参加のため、熊本県内の視察等ができる機会を含めた、2 泊 3日のツアーをご用意し
ましたので、ぜひご参加ください。

【大会会場】熊本城ホール 【視察先】熊本城 【視察先熊本地震震災ミュージアム KIOKU】

※行程内容は変更する場合がございます。何卒ご了承ください。

４ 申込締切  令和8年8月21日（金）

お知らせ
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「カスハラ対策義務化」
実務対策セミナーの開催について

　令和 7年 6月に公布された「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活
の充実等に関する法律（労働施策総合推進法）」等の一部改正により、令和 8年 10 月 1 日からハ
ラスメント対策が強化され、全企業を対象にカスタマーハラスメント対策が義務化となります。
○職場における「カスタマーハラスメント」
　　職場において行われる
　　①顧客等の言動であって、
　　②�その雇用する労働者が従事する業務の性質その他の事情に照らして社会通念上許容される

範囲を超えたものにより、
　　③労働者の就業環境が害されるものであり、①から③までの要素を全て満たすもの。

○カスハラの防止のために講ずべき措置（義務）
　　◆事業主の方針等の明確化及びその周知・啓発
　　◆相談体制の整備
　　◆事後の迅速かつ適切な対応
　　◆対応の実効性を確保するために必要なカスハラの抑止のための措置
　　◆事後の迅速かつ適切な対応

　本会では、上記カスハラ対策の基礎知識や、対応へのロードマップ、取るべき実務対応策のポ
イントなどについて学ぶセミナーを開催いたします。

　　　　★開催日時：令和 8年 9月 8日（火）　14：00~16：00

　　　　★開催会場：�石川県地場産業振興センター本館 3階　第 3研修室�
（石川県金沢市鞍月 2丁目 1番地）

　　　　★テ ー マ：�令和 8年 10月施行！全企業対象「カスハラ対策義務化」に�
乗り遅れないための実務対策セミナー

　　　　★講　　師：金沢ひばり社労士事務所　代表　特定保険労務士　朴　遥子　氏

参加申込は、中央会ホームページまたは下記 WEB 申込フォームにて！

WEB申込フォーム⇒

お知らせ
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会報読者アンケート　プレゼントクイズ当選者紹介！
　会報 2026 年 No.3（6 月発行）にて実施したプレゼントクイズの答えは、「拠点」でした。
　ご回答いただいた方から、抽選の結果、1名の方にプレゼントをお贈りさせていただきました！

当選者：�山代温泉旅館協同組合　曽谷�様

　プレゼントは、取引力強化推進事業等で支援をさせていただい
た石川県茶商工業協同組合で実施されている「『加賀の紅茶』と
『加賀棒茶』の焙煎実演」の体験チケットです。
　ご回答いただき、ありがとうございました。

当選者の曽谷様

　今号のプレゼントクイズでは、ご回答された方の内から当選者の方に、中央会事業にちなんだ
品物をお贈り致します。
　〆切は8月28日（金）！！ ご回答お待ちしております！！

第 40 回組合交流ゴルフ大会開催のご案内
　会員相互の親睦を図るために毎年恒例のゴルフ大会を下記により開催いたします。多数のご参加をお待ちし
ています！！
※�申し込みにつきましては、7月中旬に送付しました案内文書に同封の参加申込書によりＦＡＸにてお申し込み
ください。

★と き 令和8年9月30日（水）  [午前9時3分スタート ]

★と こ ろ ゴルフクラブツインフィールズ　ゴールドコース
（小松市里川町 1番地）

★参 加 費 ５，０００円

★プレー代 基本プレー代 １５，１２０円（ビジター：キャディフィ・カートフィ･税込）
※基本プレー代・昼食代につきましては、各自でご精算願います。

プレー終了後、表彰式を兼ねた懇親パーティーを開催します。

★競技方法 １８ホールズ　ストロークプレー（ダブルペリア方式）

★定 員 6 4 名（16 組予定）
※定員に達し次第申し込みを締め切らせて頂きます。

★問合せ先 総務課　TEL ０７６-２６７-７７１１

お知らせ
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くみWai広場

【事業所所在地】
〒922‒0243 石川県加賀市山代温泉北部3丁目70番地
TEL:0761-77-1144　FAX:0761-77-2109

組合のPRをお願いします！
本組合は、開湯1300年の歴史を誇る山代温泉の
旅館による組織として、昭和31年10月に事業協同
組合として設立され、現在は19人の組合員で構成
されています。
主な活動として、修学旅行・合宿・団体旅行など
のコンベンション誘致活動、地域団体商標「山代温
泉」の運営管理、組合開発商品の「温泉みすと・温泉
フェイスマスク」、「温泉せっけん『あわわやわわ』」
などの共同販売や、これら組合事業や旅館業に関
連した各種セミナーの開催を行っています。また、
（一社）山代温泉観光協会などの関係団体や石川県、
加賀市をはじめとした地域と連携し、山代温泉を
含む加賀温泉郷の観光振興とPRや情報発信を図っ
ています。

○「第27回　山代大田楽」を開催
山代温泉の一大イベントである「山代大田楽」を、
8月8日（土）・9日（日）に加賀市文化会館カモナホー
ルで開催します。平
安～室町時代に大
流行した幻の芸能
「田楽」を、狂言師野
村耕介（八世野村万
蔵1959～2004）を
中心に今日に再生
し作り上げた祝祭
が「大田楽」です。
第27回となる今回
は、屋内開催ならで

はの“新しい演出・試み”がなされており、山代温泉
の歴史と新たな伝統芸能を感じられる神秘的なも
のとなっておりますので、ぜひご観覧ください。
※ 本年は加賀市文化会館にて、16時からの上演と
なります。会場と上演時間をご確認のうえお越
しください。

一言お願いします！！（新滝理事長）
山代温泉旅館協同組合は、歴史と伝統を受け継
ぐ温泉地として、19組合員が力を合わせ、誘客促
進や共同事業を通じて地域の活性化に取り組んで
います。
昨年は開湯1300年という大きな節目を迎え、改
めて山代温泉の魅力を全国へ発信する機会となり
ました。一方で、人口減少や人手不足、旅行ニーズ
の多様化など、私たちを取り巻く環境は大きく変
化しています。
このような時代だからこそ、組合員相互の連携
を一層深めるとともに、行政や観光関係団体、地域
の皆様との協力を大切にしながら、山代温泉なら
ではの価値を磨き、未来へつながる温泉地づくり
を進めてまいります。
今後とも温かいご支援、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

新滝理事長

当コーナーに登場していただける事務局さんを募集中です!自薦、他薦は問いませんので、中央会事務局まで連絡をお待ちしています！

山代温泉旅館協同組合山代温泉旅館協同組合

こんにちは組合さんこんにちは組合さん

お知らせ
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＊ 団体扱とは、石川県中小企業団体中央会が団体扱としてお申し込み 
 いただいた各保険契約の保険料を取りまとめ、一括して当社へ払い 
 込む取り扱いのことです。
※ 一部対象とならない商品・契約がございますので、詳細は下記まで 
 お問い合わせください。
※ 詳しくは、該当の「商品パンフレット」をご覧ください。ご検討にあ
 たっては、「設計書（契約概要）」「特に重要な事項のご説明（注意喚起 
情報）」「ご契約のしおり－約款」および石川県中小企業団体中央会 

 の「退職金共済規程（規約・規則）」等を必ずご覧ください。

経営者・役員・従業員とそのご家族の
安心の保障を準備するために
中央会の共済制度をご活用ください。

業務災害補償保険 引受保険会社
三井住友海上火災保険株式会社
業務災害補償保険 取扱代理店
大樹生命保険株式会社

団体扱生命保険

経営者・従業員のための
万一の保障

オーナーズプラン
経営者の

各種リスクマネジメントのために
パートナーズプラン
役員・従業員の皆さまの
保障準備をサポート

大樹生命保険株式会社は三井住友海上火災保険株式会社の
代理店・扱者として損害保険代理店委託契約を締結しています。

特定退職金共済制度

従業員のための
退職金準備に

特定退職金共済制度 引受保険会社
大樹生命保険株式会社

業務災害補償保険
業務上の災害への備えに

事業活動にかかわる
従業員さまのケガなどのリスクに
対してお役に立つ保険です。

従業員さまの定着が図られ、
安定した退職金準備が
できる共済制度です。

団体扱＊（月払）の場合、
一般扱（口座振替扱月払等）で
ご契約いただくよりも、
保険料が割安になります！

大樹-KB-2023-432  （損保）A-2023-112（2023.9）
R-2023-1009（2023.9）

お取り扱いの詳細は、下記までお問い合わせください。
大樹生命保険株式会社　北陸支社
〒920-0853 石川県金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢8F TEL:076-263-3256
https://www.taiju-life.co.jp/

令
和
八
年

　盛
夏

会

　
　長

副
会
長

〃〃〃〃〃〃〃
専
務
理
事

理

　
　事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

米

　沢

　
　
　寛

山

　田

　秀

　一

石

　野

　晴

　紀

髙

　桑

　幸

　一

馬

　場

　
　
　貢

谷

　﨑

　
　
　裕

米

　澤

　卓

　也

山

　本

　一

　人

作

　田

　一

　則

横

　川

　浩

　三

西

　川

　雄

　蔵

北

　村

　
　
　勝

荒

　木

　重

　則

小
池
田

　康

　秀

髙

　松

　喜
与
志

法

　邑

　律

　政

明

　石

　康

　宏

板

　尾

　昌

　之

徳

　野

　伸

　彦

小

　林

　靖

　典

梶

　
　
　精

　能

竹

　田

　賢

　司

北

　川

　雅
一
朗

中

　川

　敬

　雄

鶴

　山

　庄

　市

村

　井

　啓

　介

岡

　田

　康

　晴

増

　江

　世

　圭

市

　山

　
　
　勉

割

　田

　辰

　義

竹

　林

　耿

　郎

茗
荷
谷

　
　
　豊

中

　島

　祥

　博

吉

　原

　愼

　吾

理

　
　事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

　
　事
〃〃〃〃

山

　本

　克

　則

本

　保

　裕

　胤

河

　合

　秀

　和

紙

　谷

　一

　成

諸

　江

　
　
　洋

平

　村

　敏

　一

東

　渡

　
　
　孝

井

　波

　成

　英

池

　内

　孝

　輔

西

　田

　倫

　明

寺

　岡

　才

　治

鏑

　木

　基

　由

水

　本

　安

　長

鹿

　野

　和

　宏

日

　南

　尚

　之

田

　村

　龍

　司

架

　谷

　洋

　司

橋

　本

　大

　衛

酒

　井

　壮

　司

行

　野

　欣

　也

浅

　田

　久

　太

高

　
　
　由

　紀

三

　谷

　修

　司

山

　本

　晴

　一

小

　杉

　善

　文

吉

　村

　浩

　史

泉

　崎

　富

　子

越

　村

　正

　志

浅

　下

　秀

　昭

山

　口

　
　
　孝

浦

　田

　東

　一

村

　木

　峰

　子

（
順
不
同
）

他
職
員
一
同

金
沢
市
鞍
月
二
丁
目
二
〇
番
地

（
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
新
館
五
階
）

T
E
L（
〇
七
六
）二
六
七
―
七
七
一
一（
代
表
）

F
A
X（
〇
七
六
）二
六
七
―
七
七
二
〇



25

大樹生命保険株式会社　北陸支社
〒920-0853 石川県金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢8F TEL:076-263-3256
https://www.taiju-life.co.jp/
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お知らせ

　今後、よりよい誌面づくりを行うために読者の皆様からのご意見、ご要望をお伺いしたいと思いますので、
同封のプレゼント付き読者アンケートのご協力をお願いいたします。右記の二次元バーコードでの
回答または同封アンケートをFAXで中央会までお送りください。少しでも多くの“声”をお待ちしています。

紙アンケートFAX :076-267-7720までお送りください。

WEB回答
スマートフォン等で
読み取り、ご回答
お願いします。

QQプレゼントクイズプレゼントクイズ
Q.今回のクイズは、『謎解き』です。問題の①、②にあてはまる文字をお答えください。
分からないときは、下の「ヒント」をご覧ください。

★ヒント：�くみWai広場（21ページ）で紹介した「山代温泉旅館協同組合」が、�
8月8日、9日に開催するのは、『山代大①②』です。

正解者の中から抽選で、中央会事業にちなんだ品物をお贈りいたします。
締め切りは8月28日（金）！ご回答お待ちしております！

　編集者の「HY」です。暑い日が続きますが、皆様いかがお過ごしですか。毎年、「今年ってこ
んなに暑かったっけ？」と感じてしまうのはなぜでしょうか。
　最近の夏は、日中に熱中症警戒アラートが出るようになり、子供たちを気軽に外で遊ばせるこ
ともできないようになってきました。インドア派の私は、これ幸いとクーラーのついた部屋に引き
こもりがちですが、そんな中でも数少ないアウトドア趣味として「自転車（ロードバイク）」に乗っ
ています。目的のパン屋まで往復20ｋｍの道のりを、景色を楽しみながら走っていると、普段かか
ない汗をかき気持ちよく運動をした気になれるので気に入っています。走るのに慣れると、車で
走るより早く着くこともあるのでおすすめですよ。
　ただ、先日も久しぶりに自転車に乗ったところ、道脇の鉄板にタイヤを乗り上げ大転倒し、腰
を強打！しかも、その一部始終を通りがかった女性に目撃されやさしく声をかけてもらってしま
い、ありがたくも体と心が痛い経験となりました。前回の「From編集室」に引き続き、安全に程
よい運動をすることが大切ですね。

編集者 HY

おっと　－　いち　　＝

おもい　－　こころ　＝ 大
① ②①

くすり　＋　はは　－　いちご　＝
②

【答え】

大
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